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町田市環境マネジメントシステム２０２２年度実績報告書のポイント 

  

町田市では、２０２２年３月に「町田市第 5 次環境配慮行動計画（地球温暖化対策実行

計画「事務事業編」）」（以下、本計画）を策定し、目標達成のためのエコオフィス活動、

温室効果ガス排出削減に取り組んでいます。 

町田市環境マネジメントシステムは、本計画に掲げた目標を達成するため、市内の小中

学校や市民病院、下水処理場などを含めた市の全施設を対象とした市の温室効果ガス排出

量や廃棄物排出量等の削減、環境法令の遵守を進行管理する仕組みです。 

なお、今回の報告は、前計画である「町田市第４次環境配慮行動計画」（以下、前計

画）から本計画に移行して初めての実績報告です。 

 

 

 環境マネジメントシステムはＰＤＣＡサイ

クルで運用しており、今回の町田市省エネル

ギー等対策会議では、点検・報告（Ｃｈｅｃ

ｋ）に関する取組として、町田市環境マネジ

メントシステムにおける２０２２年度の実績

等をご報告いたします。 

 

（参考）環境配慮行動計画における目標の変更点について 

 町田市では、２０１７年度に前計画を策定し、庁内の省エネ等に係る取り組みを推進し

てきました。なお、計画の変更に伴い、温室効果ガス排出量削減に関する基準年度は国が

設定した基準年度に合わせ、２０１３年度としました。 

 また、計画の変更の際に、評価指標についても見直しを行いました。 

 温室効果ガス・エネルギーについては、より適正な把握が行えるよう、非エネルギー起

源※1 を対象に含め、排出係数については基礎排出係数※2 を使用することとなりました。 

 資源（廃棄物）について、前計画では全ての市有施設を評価の対象に含めていました

が、感染症や災害対応等の外的要因により、廃棄物削減量の増減に関する適正な評価を行

うことができませんでした。このことから、本計画では、エコオフィスの取り組みによる

効果を適正に評価するため、外的要因による影響が少ない市庁舎のみを評価の対象としま

システムの運用イメージ 
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した。なお、取組の指標と目標値については、「町田市一般廃棄物資源化基本計画アクシ

ョンプラン」と整合を図っており、公共施設から排出される事業系ごみの削減の取組に関

する進捗点検については、町田市廃棄物減量等推進審議会で行っていきます。 

 資源（紙）については、前計画で定めた目標「2021 年度までに 2015 年度比 13%削

減」の目標を達成したことや、紙削減に関する取組が庁内に浸透したため、本計画の指標

からは削除しました。ただし、市役所全体の紙の使用量や増減率は引き続き把握・管理を

行い、廃棄物の発生抑制、３R の推進に取り組んでいきます。 

 

※1 工業プロセスの化学反応や廃棄物の焼却などで発生する温室効果ガス等（清掃工場の一般廃棄物の焼却

処理や下水処理場の下水処理等）を非エネルギー起源といいます。また、化石燃料の使用により発生す

る温室効果ガス等（電気やガス等）をエネルギー起源といいます、 

※2 電力の排出係数には、「基礎排出係数」と「調整後排出係数」という２種類の係数があり、電力小売事

業者が取り扱う電気の性質等によって、事業者ごとにそれぞれの係数が設定されています。国への温室

効果ガス排出量報告においては、費用負担（再エネ賦課金）や企業の社会的責任の観点からバランスの

取れているとされている「調整後排出係数」を用いることになっていますが、地方公共団体の計画につ

いては、電力自体の価値を表す「基礎排出係数」を算定に使用することとされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前計画からの主な変更点 

第４次環境配慮行動計画 第５次環境配慮行動計画

温室効果ガス排出量

削減に関する目標値

及び実績

（目標）

2021年度までに2015年度比で6%削減

（実績）

2015年度比3.6%削減（2021年度実績）

（目標）

2030年度までに2013年度比で46%削減

（実績）

2013年度比29.8%削減(2022年度実績）

評価指標

○温室効果ガス・エネルギー

　※非エネルギー起源を含まない。

　※調整後排出係数を使用。

○資源（廃棄物）

　※市有施設全ての廃棄物

○資源（紙）

○グリーン購入達成率

○エコオフィス活動（職員共通）

○エコオフィス活動（施設担当部署）

○温室効果ガス・エネルギー

　※非エネルギー起源を含む。

　※基礎排出係数を使用。

○資源（廃棄物）

　※市庁舎のみの廃棄物

○グリーン購入達成率

○エコオフィス活動（職員共通）

○エコオフィス活動（施設担当部署）

※資源（紙）は評価削除
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１ 活動テーマ別の実績評価及び評価基準 

 

 

2022 年度の町田市環境マネジメントシ

ステムについて、5 つの活動テーマを実績

に基づき 5 段階で評価を行いました。温室

効果ガス・エネルギー及び廃棄物排出量

は、第５次環境配慮行動計画にて目標値が

新たに設定されたため、評価基準も変更し

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価基準 

活動テーマ別の実績評価 
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２ 活動テーマ別の２０２２年度実績 

（１）温室効果ガス・エネルギー 評価点 ３★★★ （参考資料 ｐ9） 

 

【排出の状況と要因】 

2022 年度の温室効果ガス排出量

は、基準年度 (2013 年度) から 

29.8％ (30,285t-CO2) 削減し、前

年度と比較して 17.3％ ( 14,791 

t-CO2 ) 削減できました。 

 

 

 

 

減少の主な要因は、2022 年度から、町田市バイオエネルギーセンターで発電した

CO2 排出係数の低い電力を利用し下水処理場（鶴見川クリーンセンター）の運転を行っ

たことや、市庁舎において電力使用量の削減や CO2 排出係数の低い電力を利用したこと

によるものです。また、小・中学校は、電力使用量が増加したものの、CO2 排出係数の

低い電力を利用したことで、排出量を削減することができました。 

 

【目標達成に向けた市の取り組み】 

２０２２年 3 月に策定した「町田市第 5 次環境配慮行動計画」では、市役所からの温

室効果ガスの削減目標について、これまでの目標から大きく引き上げた「2030 年度まで

に 46％削減（2013 年度比）」という目標値を設定しました。この目標値を達成するた

めにも、脱炭素化に向けて、施設の省エネ化や再エネ導入などを計画的に行っていきま

す。 

 具体的な取り組みの１つとして、CO２排出係数の低い事業者との電力契約を検討して

いきます。 

 

温室効果ガス排出量の推移（t-CO2） 

 

非エネルギー起源：工業プロセスの化学反応や廃棄物の焼却などで発生する温室効果ガス等 

（清掃工場の一般廃棄物の焼却処理や下水処理場の下水処理等） 

エネルギー起源 ：化石燃料の使用により発生する温室効果ガス等 

（電気やガス等） 

【目標値】 

2030 年度までに 

総排出量 54,761t-CO2 
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（２） 廃棄物 評価点 ５★★★★★ （参考資料 ｐ10） 

 

 

【排出の状況】 

2019 年度と比較して約 20t（-13.7%） 

前年度からは約 17t（-12.1%）削減する 

ことができました。 

 

 

 

 

【目標達成に向けた市の取り組み】 

２０２１年３月に策定した「第 2 次町田市一般廃棄物資源化基本計画アクションプラン」

では、2025 年度までに 10％削減を掲げており、今後は更なる削減を目指していきます。 

業務において、文書の起案・決裁の電子化、ビジネスチャットの活用、タブレットを使用

した文書の電子共有の普及などによって、紙購入量の削減が進んでおり、廃棄物の排出量の

削減につながっています。 

また、市庁舎から排出される事業系ごみは、約 90%以上が紙や段ボールなどの資源物とな

り、リサイクルを行っています。資源のリサイクルには多くのエネルギーが必要であるた

め、ごみを出さない＂Reduce″の取組みが今後も必要となります。資源となる紙ごみについ

てはリサイクルボックスに入れること、燃やせるごみ、燃やせないごみ、プラスチックごみ

の分別を徹底していきます。なお、個人のごみは家庭に持ち帰ることになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

市庁舎（本庁舎）の廃棄物排出量（t） 【目標値】 

2025 年度までに 

排出量 132t 
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（３） グリーン購入達成率 評価点 ２★★ （参考資料 ｐ11） 

 

【達成率の状況】 

達成率が前年度より 1.2 ポイン

ト上昇し、82.3％となりました

が、まだ低い水準となっていま

す。 

小中学校では、76.8%から

78.6%に上昇し、全体の達成率の

増加に大きく影響しています。引

き続き、グリーン購入１００％を

目指した取り組みを進めていきま

す。 

 

 

 

【目標達成に向けた市の取り組み】 

全庁の達成率と各部署・各学校の達成率を全

庁に通知し、注意喚起を行います。さらなるグ

リーン購入達成率の向上に向けて、グリーン購

入法適合商品・エコマーク商品に特化したカタ

ログから選択・購入する等の取り組みを徹底す

るように注意喚起をしていきます。 

 

 

 

 

 

 

グリーン購入達成率 

非適合 非適合 非適合 非適合 

適合 適合 適合 適合 

部局の平均達成率（病院除く） 

部局名 平均達成率
会計課 100.0%
議会事務局 100.0%
財務部 95.2%
学校教育部（学校以外） 91.9%
生涯学習部 91.6%
政策経営部 91.4%
防災安全部 89.8%
環境資源部 89.7%
保健所 89.5%
いきいき生活部 88.2%
文化スポーツ振興部 88.1%
市民部 86.7%
道路部 86.2%
子ども生活部 82.3%
地域福祉部 81.7%
下水道部 80.9%
学校教育部（学校） 78.6%
総務部 78.5%
経済観光部 76.0%
都市づくり部 73.8%
選挙管理委員会事務局 27.3%
監査事務局 2022実績なし
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（４） エコオフィス活動（職員共通）評価点 ３★★★ （参考資料 ｐ12） 

 

【活動の状況】 

エコオフィス活動における全庁の平均は、4.13 点でした。空調の適正使用及びごみの減

量が高評価となりましたが、グリーン購入については 3.6 と一番低い評価となりました。 

 先述のとおり、グリーン購入は達成率が前年度よりも上昇しておりますが、低い評価と

なる原因として、年度毎にエコオフィスサポーターの選任が変更することや担当者間での

引き継ぎ不足等の理由により、取り組み状況の評価結果において振れ幅が大きくなってし

まうことが挙げられます。 

 

 

 

【目標達成に向けた町田市の取り組み】 

エコオフィスサポーターが年度毎に変更する際にも、意識や評価結果に大きな差が生じ

ないようにチェックシート様式を変更する工夫を行っていきます。各部署で 2022 年度所

管課のチェック結果の分析を行い、所管している施設の特性を踏まえた節電やグリーン購

入における注意喚起を呼びかけ、取り組み状況の確認を徹底していきます。 

 

 

取り組みの例 2022評価 2021評価

空調の適正使用 適正な温度設定を行い、使用していない部屋の空調は停止 4.4 4.6

照明の適正使用 不要な照明はこまめに消す 4.2 4.5

事務機器の適正
使用

長時間使用しない場合は、プラグをコンセントから抜く、手元ス
イッチをオフ

4.1 3.8

公用車の適正使
用

エコドライブ心掛ける
近距離移動時はできるだけ徒歩または自転車を利用

4.2 4.2

給湯の適正使用 給湯器を有効活用し、電気ポットは使用しない 4.0 3.7

紙使用量の適正
使用

印刷要否の精査、電子会議システム等の電子データの活用
出力する際には、２in１・両面印刷等の機能を利用し件数を削減
裏紙の有効活用

4.2 4.3

ごみの減量
使い捨て製品の使用や購入は控える
くるくるコーナーの活用など不要な物品はお互いに融通し、
有効利用を図る

4.4 4.0

他 グリーン購入 グリーン購入のガイドラインに適合するものを優先的に購入 3.6 4.4

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

省
資
源

項目

…高評価     …低評価 
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（５） エコオフィス活動（施設担当部署）評価 ５★★★★★ （参考資料ｐ13） 

 

 

 

 

 

 

【活動の状況】 

定期点検の実施率は「照明スイッチに点灯範囲を表示」がやや低かったものの、その

他は 95％以上と例年に引き続き高い結果となりました。 

日常運用も概ね高い実施率となりました。「昼休み時の照明消灯の実施」前年度から

8.6 ポイント向上し、59.3%でした。昼休み時のカウンター以外の消灯、始業前・時間

外の消灯を徹底するように、各施設の特性を踏まえた取り組みを徹底します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給湯 照明 給湯 動力

冷
温
水
出
口
温
度
の
適
正
化

運
転
圧
力
の
適
正
化

ブ
ロ
ー

量
の
適
正
化

空
気
比
の
適
正
化

ポ
ン
プ
の
流
量

、
圧
力
の
適

正
化

給
湯
温
度
・
循
環
水
量
の
適

正
化

ラ
ン
プ
の
定
期
的
な
清
掃
・

交
換

照
明
ス
イ

ッ
チ
に
点
灯
範
囲

を
表
示

空
調
フ

ィ
ル
タ
ー

の
清
掃
・

点
検

空
調
運
転
範
囲
の
意
識
化
に

よ
る
無
駄
の
防
止

給
湯
器
の
不
要
時
停
止

昼
休
み
時
の
照
明
消
灯
の
実

施 採
光
を
利
用
し
た
消
灯
の
実

施 不
在
時
の
照
明
の
消
灯

冷
暖
房
温
度
の
適
正
な
設
定

空
室
・
不
在
時
の
空
調
停
止

中
間
期
の
外
気
冷
房
実
施

外
気
導
入
量
の
適
正
化

エ
レ
ベ
ー

タ
ー

、
エ
ス
カ

レ
ー

タ
ー

の
不
要
時
停
止

2022実施率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 98.9% 99.0% 90.2% 100.0% 100.0% 97.8% 59.3% 89.0% 99.1% 95.4% 98.2% 98.0% 95.9% 82.2%

2021実施率 97.6% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 98.3% 94.0% 82.1% 98.8% 98.8% 96.9% 50.7% 81.5% 96.9% 95.3% 91.9% 94.8% 92.0% 75.6%

定期点検 日常運用
熱源 空調 照明 空調
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３ その他 

（１）環境法令遵守状況（参考資料 p16、p40） 

【環境法令遵守の状況】 

環境法令遵守について、2019 年度から「環境

法令遵守チェックシート」を用いて、各施設に

自己点検を行っていただいております。2022 年

度は前年度から 8 件減少し、16 件※の不適合件

数がありました（次ページ 一覧表参照）。 

不適合で一番多かった業務は、フロン排出抑

制法に基づく「業務用エアコン・冷蔵庫・冷凍

庫等の運用点検及び廃棄」に関連する業務で、

必要な点検やメンテナンスがされていないこと

がわかりました。 

また、産業廃棄物の保管基準の遵守がされていない、東京都へのマニフェスト交

付等状況報告書の提出漏れなどの不適合案件もありました。 

 

※不適合１６件の対応状況内訳（２０２３年６月調査時点） 

２０２２年度に改善済み ５件 

２０２３年度に改善済み ５件 

２０２３年度に改善予定 ６件 

 

【環境法令遵守に関する市の取り組み】 

これらの不適合案件は、２０２３年度中には全て適合するよう改善予定であるこ

とを確認しています。 

こういった法令不適合を未然に防ぐため、環境法令遵守に関するチェックリストの

活用による見落としがなくなる業務の仕組作りや、職員研修などを用いた環境法令遵

守の知識と意識の向上をさらに高めていきます。 

 

 

80

24 24
16

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

不適合件数
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2022 年度 不適合案件のあった所属 一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

根拠法令 対象となる業務 施設名

市民総務課（つくし野コミュニティセンター）

鶴間小学校

忠生第三小学校

小山小学校

教育センター

町田第一中学校

南大谷中学校

図書館（鶴川図書館）

小山中学校

市民総務課（つくし野コミュニティセンター）

国際版画美術館

図書館（町田市民文学館）

廃棄物処理法 産業廃棄物管理票（マニフェスト）の管
理

堺市民センター

成瀬台中学校

国際版画美術館

PCB特別措置法 及
び 廃棄物処理法

PCB（ポリ塩化ビフェニル）廃棄物の適
正な保管及び処分

いきいき総務課（ふれあいもみじ館）

業務用エアコン・冷蔵庫・冷凍庫等の運
用点検及び廃棄

産業廃棄物に関連する業務廃棄物処理法

フロン排出抑制法

廃棄物処理法 水銀使用製品産業廃棄物の保管及び
処分


